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一言：工業試験場の利用をお待ちしておりま
す。

図２　ポリプロピレン不織布の吸水率向上

図１　ポリプロピレン不織布の水濡れ性変化

　合成繊維は疎水性のため水をはじきやすく、静電気防
止や蒸れ感解消、汚れ付着の低減の機能を持たすには、
親水化加工を施す必要があります。既存技術には、親水
性薬剤のコーティングによる湿式処理、またはプラズマや
コロナ放電、電子線等による乾式処理があります。ただし、
前者は加熱工程によるエネルギー消費が大きく、排熱を
伴うこと、後者は設備が比較的大規模化するといった課題
がありました。そこで工業試験場では、紫外線LEDと二
酸化塩素による親水化反応（大阪大学らの保有特許)に
着目し、合成繊維への加工に対する効果を検討しました。
　ポリプロピレンは非常に疎水性の高い素材ですが、図１
に示すように、本加工により不織布の水濡れ性が大幅に

向上しました。さらに、処理時間を長くすると、図２に示
すように吸水率が大きく向上しました。また、本加工はポ
リエステルやナイロンに対しても親水性向上に効果がある
ことを確認しました。本技術にご関心がある方は、お問合
せください。
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